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⑷ hyponymyや part-whole relationshipに関する詳細な定義や解説については，John Lyons (1977),
Semantics,vol.1,Cambridge University Pressをはじめとする，構造的意味論の諸著作を参照されたい。
⑸ 『ドン松五郎の生活』（1986年東宝）。原作は井上ひさしの小説（1978年新潮社）である。
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